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〈研究の目的}
多くの熱帯樹種にとって，更新等の生態的な特性は未だ謎のままである。ボルネオ島の低地熱帯林にお
ける普通種のフネミノキ属の植物もその例にもれな ~\o また分類学的に近縁な植物が同所的に出現するこ
とが熱帯林の特徴の一つであり この同所種の存在が熱帯のi高い樹木の多様性を支えていると亘われてい
る。本研究では，フネミノキ属3種の更新過程と共存機構の解明を目的とした。
{調査対象種と方法}
本研究の対象としたフネミノキ属(Scα，phiumSchott & Endl.)はアオギリ科の落葉高木で6種からな
るc このうち本研究では同所的に出現した3種:フネミノキ (S.mαcropodum(Mip.) Beumee)，ボルネ
オフネミノキ (S.borneensis (Merr.) Kosterm.).ナガエフネミノキ (S.longipetiolatum(Kosterm.) 
Kosterm.)を研究対象とした。
調査はインドネシア，西カ 1)マンタン州の熱帯雨林に設置した4つの 1ha調査区とマレーシア，サラワ
ク:}十!ランビル国立公園に設置された52ha調査以で、行った。調査地は季節性の小さい湿潤な熱帯雨林気候
.ドにあり，典玲J的な混合フタパガキ林に種われている。この森林を調査地として生態学的手法を用い.生
長と生残，空間分布構造.樹冠構造を調査したG
〈フネミノキの更新過程}
樹高40mを超えるフネミノキは風散布果実を作るが，この果実は親木から数十メートルしか散布されな
かった。種子は休眠性を持たず，散布後に吸水すると直ちに発芽した。親木の樹冠下は散布果実の密度が
最も高かったが，実生の定着が最も悪く，定着した実生の密度は親木の樹冠外で最高になった。これは，
J anzen -Connellの逃避仮説を支持する結果であり，更新は親木からある程度離れた所で起きると結論付
けられた。
種子は位林床でも発芽したが.その後ほとんど生長出来なかったcギャップ内に生息した実生のみが急
速に生長していた。したがって フネミノキの更新は散発的なギャップ形成に依存していると結論付けら
れた。
{フネミノキ属3樟の共存機構}
52ha調査院で‘フネミノキ属3種聞の空間的相互関係を解析すると 25mx50m以下の空間スケールでは
3種とも互いに排他的に分布し 250mxlOOm以上の空間スケールではボルネオフネミノキとナガエフネ
ミノキが排他的に分布していたc また，空間分布と地形の関係を3種聞で比較すると， 3種類で標高に対
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する晴好性が異なることが明らかになった。ボJレネオフネ ミノキは調査区内の高標高地に出現したのに対
し，ナガエフネ ミノキは低標高地に出現した。またフネ ミノキは2種の巾間的な高度に出現した。したがっ
てフネ ミノキ属3種は標高の差によりすみわけでいることが判明した。調査地内では標高の美は土性の差
(低標高地は粘土質:十.壌に高標高地は酪質土壊に覆われる〕と密接に関係しており 標高に対する晴好牲
はこの土性に対する晴好性を反映している与えられる。以上からフネ ミノキ属3種はランピルの熱帯雨林
という群落には同所的に出現するが.群落内では地形もしくは土性の異なったパッチを占有し合うことで
競争を凶避し共存していると考察された。これは主流になりつつある群種多様性維持機構の説明仮説と
しての非平衡仮説を否定するものであり 平衡仮説すなわちニッチ説の貫要性を強調する結果である。
論文審査の結果の要旨
熱情産樹木の生態特性は，ほとんど未解明のまま残されている。また分類学的に近縁な植物が同所的
に出現することが.熱帯雨林の高い種の多様性を支えていると言われている。本研究は，ボルネオの熱帯
雨林で同所的に出現する 3種のアオギリ科フネミノキ属樹木の生態特性を豊富な野外調査データを基に
解明し，その共存機構を検討したものである。フネ ミノキ属は6種から成る熱帯アジア固有の分類群であ
るが，本研究ではイ ンドネシア間同カリ マンタン州及びマレーシア連邦サラワク州に産する， フネミノキ
(Scα:phiwηmαcopodum (Mip.) Beumee)，ボルネオフネ ミノキ(8.borneense (Merr.) Kosterrn.). 
ナガ、ヱフネ ミノキ (8.longipetiolatum (Kosterm.) Kosterm.)が主要研究対象として取り扱われた。
本研究の前半部分は，フネミノキの生活史を飯ったものであるの開花に始まり，種子成熟，種子散布，
種子発芽と実tl.:の誕生，実生の正残と定着，実生から棒立ち稚樹を経て成熟木へ至る，一連の生活史が，
実割1)データを基に解析され，その全容が明らかにされた。その結果，フネ ミノキはギャップ更新する典型
的な熱帯雨.林君!の極相陽樹であることが解明された。また，このようなフネ ミノキの性質は，他のフネ ミ
ノキ樹木にも共通する性質であることが示唆されたの
研究の後半部分では，本学が中心となって設定された，世界最大の52ha大面積調査区を利用して， 3種
の住み場所とユッチの分割の問題が解析された。その結果， 3種は土壌及び地形に従って，その住み場所
を分けていることが明らかにされた。この結果は.熱帯雨林におけるユッチ説の妥当性を数値デ}タを用
いて初めて実証したもので‘あり群集の種多様性説明仮説としての群集平衡仮説を支持するものである。
以上の成果は，熱帯雨林の構造と種の多;僚性の研究に新たな知見を与え熱帯生物資源の保全と利用に
も貢献するもので，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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